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 図10  ブナクラス域植生の南限界
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 そのうち,ブナクラス域植生の中心群落であるブナ林のシラキーブナ群集が最南端域を占め,
 剛寺に,日本の夏緑広葉樹林を代表するブナクラス植生の最南限界となっている。
 屋久島には,夏緑広葉樹林のブナクラス植生は到達しておらず,屋久島を南限界とするツガ
 群団の植生は,群落体系のブナクラスには属さない,植生起源の異なる植生として位置づけら
 れる。
 最後に,日本のブナクラス植生の中心分布域である中部地方と比較してみると,発達する森
 林植生は群落単位数で,西日本で8群団,25群集,中部地方で!1群団,26群集とほぼ同数を数
 える。しかし,群集レベルで共通する群落は,わずかに3群集にとどまり,しかも亜群集レベ
 ルで異なったものとなっている。またヨーロッパ大陸におけるブナクラスQuerco-F3gete&植
 生との比較では,日本のブナクラス植生が地形上の尾根,斜面,谷部でそれぞれ群団レベルで
 生態的隣接群落が異なっているのに対し,中部ヨーロッパでは,群集あるいは亜群集レベルで
 の差でしかない。これはヨーロッパ大陸の気候変動と現在の環境傾度がより小さいことに起麟
 しているものと考察された。以上
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 論文審査の結果の要旨
 植生に関する植物社会学的研究はヨーロッパ諸国を中心にしてようやく定着するようにな
 り,わが国での研究例も最近多くみられるようになって,植物群落の分類と体系化に貢献して
 きている。本論文も,西田本のプナ群落の分類と体系,それら群落の分布的特徴を調査検討し
 てまとめられたものである。調査は,中国,四国,九州を対象とする西撫本のブナクラス域よ
 りi450地点の植生をブロン・ブランケ法によって調査し,常在度表によって群落分類を行い,
 40群集,賀群落を区分している。そのうち9群集は今回新しく著者によって命名されたもので
 ある。以上の群落を縣報のものと比較検討し,上級単位の群落に統合化して体系化を試みたと
 ころ,西田本のブナタラス域は,Fageteacrenatae,R強odode磁reteatsc鼓onoskli-tsuslo油ylli
 の2つのクラスと,8aso-F&get&11acre賛ataeりFraxiηo-Ulmeta工ね,Welgelo-A頚etall&fir一
 殺aae,Rhododendretallats欲onosk11-tsus1ophylliの4オーダー,そしてSasamorpho-Fag1on
 cre泌訟eなど欝群団に体系化されることが明かにされた。このうち著者によって1オーダー,
 3群団が今回新に設けられた単位である。ついで,これら群落が西日本にどのような分布のし
 方をしているかの検討を試みている。亜群集レベルの群落を地図ま1に落してその分布域を検討
 すると,7つの分布型に類別された。a本海気候の影響下にある分布型,古生界から古第三系
 の古期の堆積岩地帯に分布域をもつもの,その分布域をさらに広げた内帯地域にある分布型,
 屋久島固有の分布,塩基性岩地帯特有の分布型,乾燥する露岩地に特徴的に分布する型,新生
 火山地帯に特有の分布型,などであるとして,それぞれの分布型を条件づけている環境要躍に
 ついても考察を加えている。これらの資料をもとにして,西田本におけるブナクラス域の上下
 限界を吟味して,本論文では獄本列島最南限にあるSapiGlapo摂ici-Fagetumcre照taeの重要
 性を指摘している。以上の成果には植生学上いくつかの新知見をあたえ,その研究分野に貢献
 するところが多くある。著者が自立して研究活動をするのに十分な能力と学識のあることが示
 され,佐々木寧提出論文が理学博士の学位論文として合格であると認められた。
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